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この資料は、2020 年 11 月 23 日に弊社ブログ Indexology®に掲載された文書の翻訳版です。英語版と日本語

版の間に内容の相違がある場合は英語をご参照下さい。 

英語版：https://www.indexologyblog.com/2020/11/23/why-now-for-esg/ 

 
 
 

私が司会を務めた最近のオンラインセミナーでは、ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズのブリ

ー・ウィリアムズ氏をお迎えし、環境・社会・ガバナンス（ESG）データや ESG 投資が現在、重要な転換点を迎

えていることについて議論しました。このオンラインセミナーにおいて我々は、アドバイザーからの質問に回答し

ました。オンラインセミナーに参加できなかった方は、その模様をここからご覧いただけます。時間の制約によ

り、すべての質問に回答することができませんでしたので、この Indexology では、オンラインセミナーで回答でき

なかった質問を取り上げます。アドバイザーが ESG 投資をどのように、また、どのような方法でポートフォリオ

に組み入れるべきかに関する質問についてもこの Indexology で考察します。この最初の記事では、「今、ESG 投

資が注目されている理由」というテーマで質問をまとめています。続く 2つ目の記事では、第 2 の関連テーマであ

る「ESG をめぐる議論はどのように変化しているのか？」を取り上げます。 

質問：ここしばらくの間、ESG は注目されています。これまでの ESG と、今我々の注目を引いている ESG はど

のように異なるのですか？ 

ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズのブリー・ウィリアムズ氏の回答：ESG 投資の世界は変化し

ています。投資家のエンゲージメント（目的を持った対話）が拡大している一方で、これらの戦略のパフォーマン

スに関する詳細なデータや分析が提供されています。その結果、ESG の採用が加速しています。 

 世界的に見ると、ESG 原則をポートフォリオの少なくとも 4 分の 1に適用している個人投資家および機関

投資家の割合は 2019 年に 75%となり、2017 年の 48%から大幅に増加した 1。 

 スコアリング・データに限って言えば、ESG スコアリング・ソリューションの開発に投資する ESG デー

タ・プロバイダーが増えれば増えるほど、レポーティングや開示を優先する企業が増えると考えられる。結

局のところ、非伝統的な分野におけるレポーティングはすでに増加しているため、我々は財務的な重要性だ

けに注目することが可能となる。 

質問：信じられないほどの資金が ESG に連動していることをいつも耳にしますが、それはすべてその他の国で起

きていることですか、それとも機関投資家顧客だけが ESG に投資しているのですか？ESG 関連の ETF やミューチ

ュアルファンドの動向はどうなっていますか？ 

https://www.indexologyblog.com/author/shaun_wurzbach/
https://on.spdji.com/how-the-tide-is-turning-on-esg-webinar-2020


ブリー氏の回答：ESG は進化している分野であり、資産ベースや商品提供分野からすると、規模は比較的小さいと

言えます。ただし、新たな商品の開発および新たな発行体の参入や、既存の商品から ESG への転換などにより、

この分野の動向はよりダイナミックで、多様化しています。 

 ESG 資産のほとんどは株式投資に関連しており、テーマ別戦略よりも広範な ESG 戦略に多くの資金が流入

している。 

 運用業界では低コスト・ソリューションに対する需要が高まっている。米国でここ 2 年以内に運用が開始

された ESG 関連の ETF の 50%以上ではネット経費率が 20 bps 未満となっている。 

 様々な ETF の登場により、ESG へのアクセスが容易になっているため、投資家は運用資産の規模に関係な

く投資目的を適切に実現することが可能となっている。 

また、ESG に関連するキャッシュフローの動きはダイナミックです。 

 新型コロナウイルスのパンデミックを受けて市場が急落する中で、ファンド・ユニバース全体で 3,847 億ド

ルの資金が流出したものの、サステナブル・ファンドは 2020 年第 1 四半期に世界中で推定 457 億ドルの流

入超となった 2。 

 世界の ESG 関連の ETF 資産とインデックス型ミューチュアルファンド資産は、2020 年 5 月 31 日時点の

1,700 億ドルから 2030 年までには 1 兆 3,000 億ドルを超え、8倍近く増加すると予想されている 3。 

 

質問：ESG は今後も継続的に注目を集める投資テーマですか？それとも、金融メディアや商品マーケティング分野

における一時的なブームに過ぎないのでしょうか？ 

ブリー氏の回答：以下の 3 つのトレンドにより、ESG はポートフォリオにおける 1つの選択項目としての要素か

ら、ポートフォリオの中核的な要素へと変化しつつあります。 

1. 激動の 2020 年を受け、大きな意識改革が起き、「社会」と「ガバナンス」の問題が注目されている。 

包括的なコーポレート・ガバナンスの新基準として、「環境」リスクおよび「社会」リスクの管理が重視

される可能性がある。これにより、財務以外の「環境」、「社会」、および「ガバナンス」要因が長期的な

バリュエーションに大きな影響を及ぼす可能性がある。 

 

2. 投資家のエンゲージメントにより、将来の動向が変化している。運用業界では変革が起きており、これに

より投資家は以下を行うことが可能となる。 

 ESG 要因を組み込み、持続可能なパフォーマンスを追求する 

 適切なデータに基づき、適切な意思決定を行う 

 コスト効率の高い ETF を通じて ESG エクスポージャーを得る 

 ESG ファンドを通じてポートフォリオをカスタマイズする 

 

3. 投資家層の変化 

 
 
 



 大規模な富の移転（2030 年までに世界の富の移転額は 15 兆 4,000 億ドル近くに上る可能性がある 4）が生じてい

ることや、価値観に基づく生活を重視する風潮が強まっていることにより、ESG の採用が促されています。このよ

うな変化はおそらく反響を呼び、政府の規制強化や、機関投資家による投資拡大を通じて、さらに加速すると見込

まれます。 

 
 
1 BPN パリバ、「The ESG Global Survey 2019」、2019 年 
2 モーニングスター、2020 年 3 月 31 日 
3 ステート・ストリート・グローバル・アドバイザーズ、2020 年 6 月、2020 年 5 月 31 日時点のモーニングスターのデータに基づいています。 
4 Wealth-X、「A Generational Shift: Family Wealth Transfer Report 2019」、2019 年 6 月 
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最新のブログ 「Indexology」（英語）をご覧になりたい方は、こちらのサイト

www.indexologyblog.com よりご登録いただけますと、更新の都度メッセージが届きます。 
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